
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目
自己
評価

外部アン
ケート等

総合

１  保護者、地域、関係機
関に学校の教育活動につ
いて、具体的に伝えていま
すか。

①学校からの各種たよりや学校ホームページで情
報発信を行い、80％以上から肯定的な評価を得
ている。

渉外部

①学校ホームページや校門脇の掲示板、町内の
回覧板を利用し、学校行事や教育活動の様子が
わかるようにする。
②ホームページをより充実させ、教育活動の積極
的な情報発信を行う。

Ａ Ａ Ａ

　
　学校ホームページの内容充実と更新頻度の向
上により、学校行事や教育活動の様子等を継続
的に伝えることができたため、目標値である80％
を大きく上回る97.7％から肯定的な評価を得るこ
とができた。

  学校のことを知っているので説明が分かるが、
外部の人が聞くとわからないと思う。
   オンラインを活用しているが、ＰＴＡの活動もオ
ンラインでできたらよいと思った。

　今後も校門脇の掲示板や町内の回覧板、学校
ホームページを効果的に活用し、学校行事や教
育活動の様子がより分かりやすく伝わるよう、情報
発信の充実を図っていく。

２　保護者、地域、関係機
関との共通理解が深まり、
有効な支援が行われてい
ますか。

②保護者、地域、関係機関と連携して、児童生
徒一人一人の実態に応じた個別の教育支援計
画を策定し、その実践に努めていると保護者等の
80％以上から肯定的な評価を得ている。

教務部

①面談で保護者の願いを丁寧に聞き取る等、話
し合いの中で目標や支援内容を具体化する。個
別の教育支援計画に基づいたケース会議等で保
護者や関係機関と情報交換を行い、支援を継続
したり、付け加えたりしながら、実践を積み重ねて
いく。

Ｂ Ａ Ａ

　学校と保護者が連携して一人一人の実態に応
じた教育支援計画を作成し、その実践に努めて
いるかについて、およそ９5％の保護者から肯定的
な評価をいただくことができた。
　教職員については、個別の教育支援計画の策
定と実施について、Aの評価は１０％台であった
が、Ａ、Ｂの評価を合わせると７０％以上だった。

　今後も、学校、保護者、関係諸機関が情報を交
換し合い、支援を共有するために、支援会議や個
別面談で個別の教育支援計画を活用してもらえ
るよう職員会議等で呼びかけていく。

３　障害のある幼児児童生
徒の教育について、助言
援助に努めていますか。

③地域の特別支援を必要とする乳幼児・小中学
校等の児童生徒の支援を年間のべ150件以上実
施する。

地域支援部
①関係する機関と連携しながら、訪問相談や電
話相談、来校による発達相談を実施し、継続的な
支援を行う。

Ａ Ｂ Ｂ

　本校が特別支援に関するセンター的な役割を
担していることを、約７０％の教職員が意識するこ
とができた。地域の園や学校への支援について、
知っていると答えた保護者は８０％であった。

　１月末時点の支援件数はのべ202件、授業研究
会の指導講評が2件、研修会講師が２件、発達相
談について２名が継続的に活用している。教職員
全体で協力しながら業務を担当していきたい。

④特別支援教育への理解を促すため、地域の保
育園（所）、幼稚園、こども園、小中学校等を対象
とした学校公開を年間２回以上実施する。

地域支援部

①6月と10月に学校公開日を設定し、全体に向け
て学校紹介や寄宿舎紹介、スクールバスの紹介
を実施する。また授業参観や校内見学、寄宿舎
見学や希望者向けの個別相談等を実施する。

Ａ Ｂ Ｂ

　学校参観や学校公開については、約７7％の教
職員が協力して業務を行えたと回答している。直
接的な役割がなかったと回答した教職員もいた
が、授業公開を通し、本校の取り組みを伝える機
会を提供していた。保護者の約９０％から、本校
が地域に向け、特別支援教育に関する情報提供
を行っていることを知っていると回答を得た。

　教職員のアンケートでは、「該当なし」と回答し
た教職員が約１３％ほど見られた。昨年度の結果
よりも割合としては７パーセントの減少が見られて
いる。引き続き、本校が地域から寄せられてる期
待を受け止め、様々な場面でセンター的な役割
を果たしていることについて、教職員一人一人が
役割を自覚できるようになると良いと考えている。

４　個に応じたきめ細かな
指導を行っていますか。

⑤個々の児童生徒について、個別の指導計画の
目標を設定する。学年会や学習グループ等の会
議で、目標達成のための具体的な指導方法を精
選したり、指導の評価を行ったりする中で、指導の
改善や見直しをする機会を年間で３回以上設け
ている。

学習指導部

①個別の指導計画の目標を達成するために、学
年会や学習グループ等の会議で一人一人に適し
た指導内容や指導方法を検討するとともに、目標
や手だての見直しをする機会を設ける。

Ｂ Ａ Ａ

　学習グループ内や学年会等の会議で、個別の
指導計画の内容を検討する機会を持つことがで
きたといった肯定的な回答を８割以上の教職員か
ら得ることができた。保護者の回答を見ても、９割
以上の保護者から肯定的な回答を得ることができ
た。

  和太鼓チームは、人数が少なくなってきていると
いうことだったが、どうなったか。
　児童・生徒も少しずつ成長している様子が窺え
た。
自分がいたころより、子供たちが成長していて、
  教育の成果が見られた。一人一人の自立度が
高まっていると感じた。コロナ禍から安全活動を戻
していく中で、単なる復活ではなく、様々な所で工
夫をしていることがうかがえた。素晴らしいと思う。
  はるな祭を見させていただいた。車椅子だと動く
のが大変だった。
   販売は楽しかった。（陶芸の）小どんぶりがよ
かった。続けてもらいたい。ご飯茶碗も作ってもら
いたい。
  先生たちの工夫が見られた。ミャクミャクなど時
代のものを取り入れていたのが印象的だった。
   作品で好きな部屋の再現がよかった。
   眼鏡ケースの完成度が高かった。
   スタンプラリーは車椅子の人は難しい。
   日程表がシンプルで見やすかった。人によって
は小さくて見づらいという意見があった。

　学習グループや学級・学年の教員に加え、各部
の教職員が、指導に当たる児童生徒の個別の指
導計画を活用する。児童生徒の実態や有効な指
導方法等を共有し、相互理解を図ることで、より一
層のきめ細やかな指導に努めていく。

５　指導内容の確実な定
着を図る授業が行われて
いますか。

⑥年間指導計画に掲げた目標の達成率が75％
以上となるよう、的確な実態把握とねらいの明確
な授業実践を行う。

学習指導部
①個別の指導計画の目標達成度を毎学期2回以
上確認し、年間指導計画の目標に照らし合わせ
て達成率を確認する機会を設ける。

Ｂ Ｂ Ｂ

　７割以上の教職員から肯定的な回答を得ること
ができた一方で、目標達成度の確認や指導方法
の見直しを行う機会が十分に確保できなかったと
いった回答も見られた。また、９割以上の保護者
からも肯定的な回答を得ることができた。

  修学旅行の行き先はどこか。
　学校のキャラクター誕生の発表は、児童生徒が
どんなキャラクターに決まったのか、大変、盛り上
がっていた。
　はるな祭のオープニングセレモニーでは、司会
を担当していた２人は、役になりきり、すばらしい演
技力だった。それぞれの個性を生かしたご指導が
されている様子が窺えた。
　作品の製作は、子どもたちそれぞれに寄りそって
ご指導され、一生懸命とりくんだ様子がわかるよう
だった。
　はるな祭では、伝統として引きつがれている踊り
など迫力があるもの、児童・生徒の個性を生かし
ながら教育効果をあげているものなど、多くの先
生方の創意工夫や努力が窺えた。
  小学部のサツマイモ掘りでは、縦割りの作業で、
文化の継承につなげていたり、中学部では各学年
の発表で、たくさんの人たちの前で発表する経験
をしたり、高等部では受託の仕事を入れて、地域
とのつながりを大切にしていたり、寄宿舎では特性
を生かした活動をされていたりと、それぞれに工
夫が見られた。今後も期待できる。

　個別の指導計画の目標達成度や指導方法の
見直し等を行うための具体的な方法を提案すると
ともに、ＩＣＴを効果的に活用することで、教職員
間の情報共有を図り、指導内容の確実な定着を
図る授業実践に努めていく。

６　児童生徒の発達段階
や生活年齢、ニーズに応
じた授業実践や寄宿舎生
活を送るための研修が行
われていますか。

⑦年間を通した研修に対し、80％以上から肯定
的な評価を得ている。

研修部

①研修回数や内容を精選するとともに、研修の目
的を共通理解することで、効率的かつ効果的に
研修が実施できるようにする。
②学部を縦割りにしたグループを編成し、昨年
度、作成した「渋特教材ＢＯＸ」を学校全体で有
効活用していくための研修を通して、教員のＩＣＴ
活用能力の向上を目指す。
③寄宿舎では、指導員にアンケートを取り、日ご
ろの業務の中から必要となる項目を厳選して、研
修を実施する。

Ｂ Ｂ Ｂ

　今年度のグループ研修は、ICT教材の共有化の
推進（渋特教材ＢＯＸの活用率向上）を目指し、
教材ＢＯＸ活用ルールの明確化、手順のマニュア
ル化を行い、全体に周知した。各教員が活用した
いICT教材を共有することで、効果的であった教
材の共有することもできた。研修に参加した職員
の７１％から肯定的な評価を得ることができた。寄
宿舎では、実情に合う研修を実施するために、そ
れぞれの指導員にアンケートを取り、すぐに業務
に生かせる研修を行うことができた。

　多くの教職員が日々の業務に生かせる研修を
実施するために、今まで積み重ねてきた研修を生
かしつつ、生成AIの活用に向けた研修など職員
のニーズに即した研修を設定する。

７　健康に関する配慮や対
応を適切に行っています
か。

⑧児童生徒一人一人の健康上の配慮や対応に
ついて、保護者の80％以上から理解を得ている。

保健安全部

①児童生徒の健康状態について、日頃から担
任・保護者間で情報交換を密にし、連携して基本
的生活習慣の確立を目指す。
②定期健康診断、学校保健委員会、日常的な校
医からの指導助言を日々の児童生徒への指導や
対応に生かす。
③学校ホームページや朝会連絡、連絡帳や保健
便り等で、感染症予防や健康に関する情報提供
を行い、保護者と情報交換が行えるようにする。
④手洗い・手指消毒・適切なマスクの使用・うが
いなどを習慣化し、検温・健康観察・換気・消毒
などを徹底して感染拡大の予防に努める。
⑤食物アレルギーの対応について学校全体で組
織的に取り組む。

Ｂ Ｂ Ｂ

  職員間では感染情報や対策を共有し、保護者
に対しては保健便り等により感染症対策を周知し
てきたため、早めに対応することができ、コロナや
インフルエンザの大きな集団感染を引き起こすこ
と無く過ごすことができた。しかし、保護者から、感
染症に関する情報提供が十分でないというご意
見をいただいたので、感染症情報の提供の仕方
について検討していきたい。

  アレルギーの児童生徒が６名もいるということだ
が、ひどいのか。アレルギーがあると大変である。
校外学習も大変だと思う。
  百日咳が流行っているが、学校ではどのような
様子か。
   てんかんを持つ生徒の修学旅行への保護者付
き添いはどうなっているか。

  今後も基本的な感染症対策を続け、感染症拡
大の予防に努める。日常生活の指導等を通じて、
児童生徒自身の健康を守る意識作りを継続指導
していく。保護者の要望に答えられるよう、感染症
情報については、個人情報に配慮すると共に、感
染状況に応じながら適切に判断し、伝えられる範
囲で発信するようにしていく。

８　危機管理体制が確立
され、緊急時への備えが
できていますか。

⑨避難訓練を年4回実施し、災害時の対応につ
いて、保護者と教職員双方の80％が満足してい
る。

保健安全部

①危機管理マニュアルを職員全体に周知する。
②避難訓練の様子を学校ホームページや連絡帳
などで保護者に知らせるようにする。

Ｂ Ｂ Ｂ

　年度初めの職員会議で危機管理マニュアルを
職員全体に周知した。また、学校安全計画を学
校ホームページに載せた。マニュアルについて教
職員から94.1％が肯定的な評価であったが、その
うちの70.6％は「だいたいあてはまる」であった。周
知の方法や見直しについて改善していきたい。
　避難訓練の様子は通信や連絡帳を通じて保護
者に知らせた。９６％以上の保護者が避難訓練を
実施していることを知っているという結果であっ
た。

　危機管理マニュアルについては、緊急時に備え
て全職員が保管場所や内容を理解できるように
改善していきたい。そのために、危機管理マニュ
アルと避難訓練の職員の動きが一致するように、
マニュアルと訓練方法を検討していく。

⑩教職員は危機対応マニュアルを十分周知し、
教職員・保護者双方から80%以上の満足を得てい
る。

生徒指導部

①来校者について、教職員は来校者証着用の確
認を行うとともに、挨拶や声かけを励行し、来校者
のチェックを習慣化することで、学校安全に努め
る。

Ｂ Ｂ Ｂ

　危機意識を持っての取り組み（来校者証着用の
確認や挨拶、声かけの励行）については、約８割
の教職員が肯定的な回答をしており、約８割の保
護者からも理解を得ることができた。

　危機対応マニュアルについては年度始めの職
員会議や不審者対応避難訓練実施時に確認し
たが、会議や訓練時だけでなく、必要に応じて点
検・見直しを随時実施する。

９　キャリア教育の視点か
ら、指導内容を整理して
系統的な指導を行ってい
ますか。

⑪キャリア教育全体計画を基に、児童生徒一人
一人のキャリア発達に応じた支援を職員の80％
以上が意識して日々の実践を行っている。

進路指導部

①キャリア教育について周知をし、共通理解を深
める。
②卒業までに身につけたい力を共有し、系統的
な指導を行えるようにする。

Ｂ Ｂ Ｂ

　約6０％の職員がキャリア教育の視点をもって計
画的な指導を行っている。研修等の機会を通じ
て、高等部での教育や卒業後の進路先について
情報を発信、共有していくことで、より意識を深め
ていきたい。

　職員向けの情報発信や研修会について内容や
実施方法について検討する。

１０　保護者、関係機関と
の連携のもとに発達段階
に応じた進路指導を行っ
ていますか。

⑫進路先、支援機関等の関係機関との情報交換
や、進路ガイダンスに80％以上の保護者が参加
する。

進路指導部

①進路先訪問、現場実習巡回指導、進路ガイダ
ンス等、情報交換の機会を多く設定する。
②関係機関との情報交換の場に５回以上参加
し、内容を保護者と共有する。
②進路だよりの配付や、HPへの掲載により周知を
図る。

Ａ Ａ Ａ

　学校参観や現場実習、進路ガイダンス等に、９
０％以上の保護者に参加していただいた。今後も
保護者の方の理解をいただき、多くの方に参加し
ていただけるよう努めていきたい。

  ジョイホンパークで今年度も作業製品を販売す
るのか。販売日が複数日あるとありがたい。
　伊香保はるな亭での販売はどうなっているか。
  清芳亭からの受託について、無償で行っている
のか。無償であれば、店も助かると思う。

　進路ガイダンスは、より多くの保護者の方に参加
いただけるよう講師の選定や内容について精査し
ていきたい。また、新しい福祉サービスである『就
労選択支援』の周知についても、関係機関と連携
を図りながら進めていきたい。

Ⅵ　自立に向け
た生活指導・支
援を行っていま
すか。

１１　保護者や教職員と連
携を図り、日々変わりゆく
児童生徒一人一人の実
態に応じた生活指導、支
援を行っていますか。

⑬報告・連絡・相談を綿密に行い、保護者、担
任、寄宿舎指導員が一貫した支援指導に務めて
いると、保護者や教職員の80％以上から評価を
得ている。

寮務部

①「寄宿舎生活の様子」に｢保護者・本人の願
い｣、｢目標｣、｢支援方法｣等の項目を加え、保護
者や舎生の意見を聞き取り、明確に目標を定め
て実態に即した支援を行う。
②定期的に保護者、クラス担任と情報交換を行
い、足並みの揃った支援を行うよう努める。
③日々の生活の様子や支援方針を伝えるため、
棟だよりを毎月発行したり、寄宿舎参観を開催し
たりし、必要に応じて個別面談を行う。

A Ａ Ａ

　以前より情報共有に活用していた「寄宿舎生活
の様子」に、｢保護者・本人の願い｣や｢目標｣等の
項目を加え、実態把握の上で明確に目標を定め
て実態に即した支援を行うよう務めた。また、舎生
の変化について気になる点があれば同僚や主任
に報告、相談し、手引きに沿った対応と情報共有
をすることができた。そういった諸々の対応の結
果、９6.7％以上の保護者、職員から理解を得てい
た。

  寄宿舎は希望通りに入れているのか。
  保護者と話す気機会があったのだが、家の仕事
に関心を持って、するようになったということで、寄
宿舎にものすごく感謝されていた。

　「寄宿舎生活の様子」作成に当たり、それぞれの
項目への記入事項について、作成者間で意識の
ばらつきがある。より実態に即した支援の実現及
び、保護者や舎生が目指す目標のための道標を
明確にするため、今一度記入内容の検討をして
いきたい。

Ⅶ　あたたかな
環境づくりを行っ
ていますか。

１２　誰に対しても気持ちの
よい対応を行っています
か。

⑭気持ちの良い対応を行っていると、保護者や職
員の80％以上が感じている。

事務部

①電話の相手方や受付・事務室への来校者を待
たせないよう、職員間で情報共有を行うと共に、
誰に対しても公平で誠実な応対を実践するよう心
掛けていく。

Ａ Ａ Ａ

　日々の行事予定を確認する等のほか、職員間
で来校者予定や電話の発着信情報を共有し、丁
寧・迅速な対応を実施することができた。また、毎
日の清掃等で環境美化も概ね行うことができてい
るので、総合評価をＡとした。

　来年度、ハード面、ソフト面共にバージョンアッ
プできるように、引き続き丁寧な情報共有を実施
していく。手続きが遅い等のご意見をいただいた
ので、待たせない工夫はもちろん、そう感じさせな
い応対も大事だと考え、行動していきたい。

学校関係者評価 次年度の課題

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

羅 針 盤

Ⅰ　幼児児童生
徒の地域におけ
る豊かな生活の
実現に向けて努
めていますか。

点検・評価

Ⅲ  幼児児童生
徒一人一人の
実態に応じた適
切な指導をして
いますか。

群 馬 県 立 渋 川 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ７ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

達成状況の分析


